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＜代表値＞ 

幾何標準偏差：1.89（女性） 

 
＜代表値のもととなる資料＞ 

香山（2003）は，2000（平成 12）年度と 2001（平成 13）年度に，一般住民におけるカドミウム暴露に関

する全国調査を行った。調査地域は全国 5 地域で，35-75 歳の農家女性 1,243 名の，血液，尿，質問表によ

る栄養調査を行っている。血液中カドミウムは，硝酸添加後にマクロ波加熱を行い，誘導結合プラズマ質量

分析装置（ICP-MS）を用いて測定された。調査結果は，幾何平均値 2.54μg/l，幾何標準偏差 1.89，最大値 

13.07μg/l，最小値は検出下限以下と報告されている。 

 
＜追加的情報＞ 

Watanabe et al.（2000）は，1991（平成 3）年から 1997（平成 9）年に一般住民におけるカドミウム暴

露に関する全国調査を行った。調査地域は全国 6 地域 27 地区で，一般女性（非喫煙者）588 人の血液中カド

ミウム濃度を測定した。血液中カドミウムは，誘導結合プラズマ質量分析装置（ICP-MS）を用いて測定さ

れた。調査結果は，幾何平均値 1.90μg/l，幾何標準偏差 1.86 と報告されている。 

 
Ikeda et al.（2000）は，1991（平成 3）年から 1994（平成 6）年に一般住民におけるカドミウム暴露に

関する全国調査を行った。調査地域は全国 13 都道府県 19 地区で，主に農家の中年女性（非喫煙者）378 人

の血液中カドミウム濃度を測定した。血液中カドミウムは，原子吸光分析装置を用いて測定された。調査結

果は，幾何平均値 2.14 ng/ml，幾何標準偏差 1.68 ，中央値 2.15 ng/ml，最大値 8.95 ng/ml，最小値 0.31 ng/ml

と報告されている。 

 
新保（1998）は，1990 年代の調査で，調査地域は全国 13 都道府県 19 地区で，農家主婦を中心に 467 人

の血液中カドミウム濃度を測定した。血液中カドミウムは，フレームレス原子吸光分析法あるいは誘導結合

プラズマ質量分析装置（ICP-MS）を用いて測定された。調査結果は，幾何平均値 1.98 ng/ml，幾何標準偏

差 1.82 と報告されている。 

 
代表値や追加的情報において，血液中カドミウム濃度に関する調査データのうち，幾何標準偏差の記載の

あるもの又は推定できるものを整理すると，その範囲は 1.68～1.89 である。 

 

 

 

 

 

 

 

 出
 

GSD GM N 対象区 計算*
調査年と調査対象

代表値1) 1.89 2.54μg/l 1,243 全国 論文中
2000(H12)-2001(H13)
農家女性

追加的情報2) 1.86 1.90μg/l 588 全国 論文中
1991(H3)-2000(H12)
一般女性（非喫煙者）

追加的情報3) 1.68 2.14ng/ml 378 全国 論文中
1991(H3)-1994(H6)
主に農家女性（非喫煙者）

追加的情報4) 1.82 1.98ng/ml 467 全国 論文中
1990年代
農家主婦が中心

GSD：幾何標準偏差，GM：幾何平均値，N：サンプル数
*資料中に幾何標準偏差の記載がある場合は，「論文中」と表記した。

典：1)香山（2003），2)Watanabe et al.（2000），3)Ikeda et al.（2000），4)新保（1998）
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追加的情報

代表値

1 2 3 4 5 6 7

 
カドミウムの血液中濃度のばらつき（幾何標準偏差） 

 
＜数値の代表性＞ 

◇ 代表値の信頼性：中 

 全国調査であり一般的な判断基準から判断するとサンプル数は十分であるが，調査対象が農家女性で偏り

があるため，信頼性は中程度とした。 

 
◇ 代表性に関する情報 

代表値のもととなる資料 

香山（2003）の調査は，農家女性 1,243 人を対象とした全国調査である。代表値とした幾何標準偏差の

値は，資料中に記載されたものである。 

追加的情報 

 Watanabe et al.（2000）の調査は，非喫煙の一般女性 588 人を対象とした全国調査である。幾何標準偏

差の値は，資料中に記載されたものである。 

 Ikeda et al.（2000）の調査は，主に農家の中年女性（非喫煙者）378 人を対象とした全国調査である。

幾何標準偏差の値は，資料中に記載されたものである。 

 新保（1998）の調査は，農家主婦を中心に 467 人を対象とした全国調査である。幾何標準偏差の値は，

資料中に記載されたものである。 

 
◇ 検討した資料の数 

 代表値は，対象集団の規模や範囲の観点から選ばれた 4 資料の中から決定された。 
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